
金属の酸化　標準問題　解説
中学2年 理科｜理科ラボ（オリジナル問題）｜全8問・100点

問1　答え：イ（酸化）

酸化です。激しく熱や光を出しながら酸化することを燃焼といいます。

よくあるまちがい：さびる（おだやかな酸化）も、燃える（燃焼）も酸化。

問2　答え：ア（ある質量で増えなくなる）

銅がすべて酸化銅になると、それ以上は酸素と結びつかないので、質量は増えなくなります。

よくあるまちがい：結びつく酸素の質量には限度がある。

問3　答え：2.5g

考え方

1. 2×5÷4＝2.5g

よくあるまちがい：銅：酸素＝4：1、銅：酸化銅＝4：5。どちらの比を使うか確かめる。

問4　答え：0.8g

考え方

1. マグネシウム：酸素＝3.0：2.0＝3：2

2. 1.2×2÷3＝0.8g

よくあるまちがい：結びつく酸素の質量＝酸化物の質量−金属の質量。

問5　答え：0.8g

考え方

1. 結びついた酸素：2.3−2＝0.3g

2. 酸化された銅：0.3×4＝1.2g

3. 残った銅：2−1.2＝0.8g

よくあるまちがい：増えた質量（結びついた酸素）から、酸化された銅の質量を求める。

問6　答え：ウ（マグネシウム）

マグネシウム1.2gには0.8g、銅1.2gには0.3gの酸素が結びつきます。

よくあるまちがい：同じ質量でも、金属の種類で結びつく酸素の量がちがう。

問7　答え：ア（酸化マグネシウム）

マグネシウムが酸素と結びついて、白い酸化マグネシウムができます（燃焼）。

よくあるまちがい：燃焼も酸化の一種。

問8　答え：下の例

反していない。空気中の酸素が銅と結びついたので、その分だけ加熱後の物質が重くなった。結びついた

酸素もふくめて考えれば、反応の前後で全体の質量は変わっていない。

採点のポイント：反していないと答えている／結びついた酸素の質量もふくめて考えることを説明している

よくあるまちがい：反応に関係するすべての物質（空気中の酸素も）をふくめて考える。
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